
北見赤十字病院 藤井事務副部⻑の音頭で乾杯

お天気に恵まれ、野付牛公園は焼き肉日和

　

２
０
２
４（
令
和
６
）

年
７
月
２
８
日（
日
）、

当
会
が
開
催
窓
口
と
な

り
、
「
第
８
回
北
見
で

の
思
い
出
づ
く
り
の
集

い
」
が
野
付
牛
公
園
で

開
催
。
お
招
き
の
５
名

の
研
修
医
の
皆
さ
ん
と

北
見
看
護
大
の
お
二

人
、
総
勢
２
３
名
が
爽

や
か
な
緑
の
も
と
で
バ

ー
ベ
キ
ュ
を
楽
む
。
今

回
は
、
２
年
次
の
皆
さ

ん
が
北
見
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
コ

ー
ス
の
受
講
と
重
な

り
、
参
加
は
出
来
な
か

っ
た
が
、
昨
年
の
集
い

を
思
い
出
し
て
研
修
に

励
ん
で
い
る
と
想
像
し

て
い
ま
す
。

　

時
を
２
０
１
４
（
平

成
２
６
）
年
に
戻
す
。

　

慣
れ
な
い
土
地
で
臨

床
研
修
に
励
む
研
修
医

の
皆
さ
ん
に
北
見
市
民

と
し
て
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
、
北
見
で
の
研

修
が
少
し
で
も
楽
し
か

っ
た
と
の
印
象
を
人
生

の
一
コ
マ
に
残
し
て
欲

し
く
、
焼
き
肉
で
の
交

流
を
思
い
立
つ
。

　

当
会
の
会
費
で
の
開

催
は
財
政
的
に
難
し

く
、
知
人
の
紹
介
で
こ

の
年
６
月
、
（
株
）
坂

口
精
肉
店
の
坂
口
政
義

代
表
取
締
役
と
面
談

し
、
当
方
の
企
画
を
説

明
し
協
力
を
お
願
い
す

る
。

　

「
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
北
見
市
民
の
誰
か
が

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
無
償
で
全
面

的
に
協
力
し
ま
す
、
詳

し
く
は
味
覚
園
栄
町
支

店
と
打
ち
合
わ
せ
を
し

て
下
さ
い
」
と
即
断
し

て
戴
い
た
。
ま
た
オ
ホ

ー
ツ
ク
ビ
ー
ル
（
株
）

の
当
時
の
渡
辺
克
良
専

務
か
ら
も
無
償
で
協
力

す
る
と
の
お
言
葉
を
戴

い
た
。
そ
し
て
、
こ
の

年
８
月
３
１
日（
日
）、

第
一
回
目
の
集
い
が
始

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
集
い
の
第
一
回

目
に
参
加
し
た
研
修
医

の
医
師
が
現
在
、
道
立

北
見
病
院
心
臓
外
科
・

第
一
心
臓
血
管
外
科
副

部
長
で
地
域
医
療
に
向

き
あ
っ
て
い
る
。

　

会
場
の
食
事
は
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
と
パ
イ
ン

の
飾
り
切
り
へ
と
進

み
、
抽
選
会
が
賑
や
か

に
行
わ
れ
、
次
に
参
加

し
た
研
修
医
の
方
々
と

看
護
大
の
お
二
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
一
同

の
前
で
発
表
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
と
は
＝
「Im

m
ed
ia
te
 C
ar
di
ac
 L
i

f
e 
Su
pp
or
t

」
の
略
語

で
蘇
生
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
と
云
わ
れ
、
医

師
や
他
の
医
療
関
係
者

の
必
須
の
研
修
で
す
。

　

心
臓
血
管
系
の
緊
急

病
状
で
、
特
に
「
突
然

の
心
停
止
に
対
す
る
最

初
の
１
０
分
間
の
対

応
」
に
チ
ー
ム
で
蘇
生

す
る
事
が
目
標
で
す
。

講
義
は
ほ
と
ん
ど
行
わ

ず
、
実
技
実
習
が
中
心

の
コ
ー
ス
で
す
。

　

受
講
者
は
少
人
数
の

グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
実

際
の
実
習
を
繰
り
返

し
、
蘇
生
の
た
め
に
必

要
な
技
術
や
蘇
生
現
場

で
の
チ
ー
ム
医
療
を
身

に
つ
け
る
。
今
回
、
北

見
日
赤
が
会
場
に
な
り

行
わ
れ
た
。

　

▽
一
年
次
Ｋ
医
師
・

父
が
北
見
日
赤
に
い
た

の
で
、
こ
こ
で
研
修
を

し
て
い
る
、
産
科
が
希

望
で
道
東
、
道
北
で
働

き
た
い
、
食
事
が
美
味

し
か
っ
た
有
難
う
ご⇨


